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１．概要（Summary 

熱水性鉱石表面の金属元素は基本的には硫化鉱物と

して存在すると考えられるが，一部硫酸塩や塩化物として

存在している可能性が考えられる。本研究ではエックス線

光電子分光分析により，熱水性鉱石表面の鉛やその他の

金属元素の化学形態を特定した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

エックス線光電子分光分析装置(XPS) 

 

【実験方法】 

沖縄トラフ熱水域から採取した以下の 2 種類の硫化物

コアを粉砕した後，XPS装置でZnおよびPbの化学形態

を測定した。 

試料 1: 909-C9026A 7X-CC (30 % Zn, 20 % Pb) 

試料 2: 909-C9028A 7S-CC (5 % Zn, 1 % Pb) 

測定サンプルは、カーボンテープにほぼ隙間がないく

らいの密度で押し付けて固定した。C 1sの成分は十分小

さいため，カーボンテープ寄与のスペクトルは無視できる

と考えられる。帯電があったため，チャージニュートラライ

ザを使用した。したがってこれらによるスペクトルのずれは

以下の C 1s のスペクトルを基準に HANDBOOK OF 

X-RAY PHOTOELECTRON SPECTROSCOPYアル

バックファイに記載されている C 1s (284.5 eV)となるよう

に補正した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Zn 2pでは ZnSおよび ZnSO4に由来するピークが観

察された。例として Fig. 1に Znの測定結果を示す。ピー

ク同定により，ZnSO4に比べてZnSの存在量が圧倒的に

多く，2つの試料間でほとんど違いがないことがわかった。 

Pb 4fではPbSおよびPbOに由来するピークとPbSO4

に由来するピークが観察された。試料 1 では，大部分の

Pbは PbSおよび PbSで，PbSO4の存在比は低かった。

一方，試料 2 は PbS および PbO の存在比は低く，大部

分が PbSO4として存在していることが分かった。 

本研究により，天然の海底熱水性鉱物試料であっても

XPSによって表面の Znおよび Pbの分析が可能であるこ

とが明らかとなった。 

Fig. 1 Zn 2p spectra of sample 1. 
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